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１ はじめに 

 社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、

グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民とし

ての資質・能力の基礎を次の通り育成することを目指す。 

 これまで、上記の新学習指導要領の社会科の目標の実現に向けて、各分野の特性を踏まえた「社会的な

見方・考え方」を働かせ、社会的事象の理解、考察を図ることや、社会に見られる課題を把握して、その

解決に向けて考察、構想（選択・判断）することを大切にして実践してきた。 

岐中社では、「事実に関する認識を獲得する授業」を基盤としながら、「価値に関する認識を形成する授

業」の理論構築と授業実践を積み重ねてきた。昨年度は価値に関する認識を形成する授業において、「個

人における価値の認識の形成に関わる授業モデル」と「集団における合意形成の授業モデル」の構想と実

践を進めてきた。 

そこで、本年度は、これまえでの実践を土台とし、公民的分野を中心にした「集団における合意形成の

授業モデル」の構想と実践を行う。昨年度に引き続き、全国の社会科の動向を踏まえながら、岐中社が目

指す方向性を改めて考え、検討し、実践する１年とする。これまでの中社研の理論と実践を再確認し、主

体的に社会の形成に参画する力を育てるための社会科教育が広まっていくようにしていきたい。 

 

２ 研究内容 

 研究主題は、引き続き次の通りとする。 

主体的に社会の形成に参画する力を育てる社会科学習 

なお、主体的に社会の形成に参画する力を次のように定義している。 

 

 

 

主体的に社会に参画する力を育成するためには、社会に対する理解があり、その上で構想（選択・判断）

ができなければならないと捉えている。社会に対する理解を「事実に関する認識」、よりよい判断のため

の認識を「価値に関する認識」と捉え、次のように定義している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

これらを身に付けさせるために、それぞれに応じた問題解決的な学習を設定する。 

以上を踏まえ、研究主題を具現するための仮説は次の通りである。 

中学校 3年間の社会科学習において、三分野の特質や接続を踏まえ、「事実に関する認識」を獲得する

学習と「価値に関する認識」を形成する学習を意図的・計画的に実践すれば、主体的に社会の形成に参

画する力を育てることができる。 

獲得した事実に関する認識に基づき，価値に関する認識を形成していくことを通して，主体的に社会

の形成に参画しようとする資質や能力 

事実に関する認識（結論が定まっているもの） 

見方・考え方を働かせて得た知識や概念とそれらを活用して得た社会的事象の意味や意義，事象間の関

連の考察 

価値に関する認識（結論が定まっていないもの） 

・相互の事実に関する認識の違いを踏まえた意思決定の判断基準（個人内での意思決定） 

・相互の重視する価値に折り合いをつけて合意形成した意思決定の判断基準（集団での意思決定） 

※価値とは何かという論争ではなく、結論が定まっているものを事実に関する認識、結論が定まってい

ないものを価値に関する認識と岐中社では定義する。 



 そして、昨年度までに取り組んだ研究内容を踏まえ、次の点について、研究を進めていきたい。 

【研究内容】 

◯社会の形成に参画する力を育てるための指導内容の明確化 

（主として単元指導計画・単位時間の指導計画の作成を通して） 

①単元構造図を用いた単元指導計画の作成 

②学習評価や指導援助にかかわる配慮事項の明確化 

◯社会の形成に参画する力を育てるための指導方法の明確化 

（主として授業研究委員会・各地区大会の実践を通して） 

Ⅰ事実に関する認識を獲得する授業モデルの定着・発展（各分野） 

 ①岐中社における事実に関する認識の定義付け 

 ②一単位時間における【認識を深める場】における手立て 

Ⅱ価値に関する認識を形成する授業モデルの構想・提案（各分野、個人・集団） 

 ①岐中社における価値に関する認識の定義付け 

 ②価値に関する認識を形成する思考過程の明確化 

 ③一単位時間における【認識を深める場】における手立て 

  

今年度は昨年度までのまとめをもとに「社会の形成に参画する力を育てるための指導方法」の内容を

改めて研究を進めることとしたい。まずは、現時点で岐中社が提案する二つの授業モデルと学習指導

要領との関連性についてまとめた。 

 

［岐中社が提案する二つの授業モデルと学習指導要領との関連性について］ 

岐中社が提案する二つの授業モデルと 

学習指導要領との関連性（下線部 学習指導要領 p26 より引用） 

事実に関する認識を獲得する授業 

👉社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を

多面的・多角的に考察する授業 

価値に関する認識を形成する授業 

👉社会に見られる課題の解決に向けて選択・判

断する授業 

［留意点］ 

・この授業は、結論は定まったものになる。（事

実に関する認識の獲得） 

・授業の割合は次のように、想定している。 

 （地理的分野、歴史的分野の 9割、公民的分野

の７～８割） 

［留意点］ 

・この授業については、結論が未だ定まっていな

いものになる。（価値に関する認識の形成） 

 👉主体者としてかかわる今日的な問題を話し 

合うことが基本である。 

・事実に関する認識を獲得した上での価値に関

する認識の授業である必要がある（単元の終末

に設定される場合が多くなると想定される）。 

・授業の割合は次のように、想定している。 

（地理的分野、歴史的分野の１割、公民的分野の

２～３割） 

〈補足〉 

□社会の形成に参画する力は「事実に関する認識」「価値に関する認識」（個人における価値形成と

集団における合意形成）で構成されていると捉える。 

各分野における授業の設定と割合は、平成２７年度全国大会に向けた取り組みの中で、研究助言

者（元教科調査官）より「現行の指導要領において、価値に関する認識を形成する授業は公民的

分野で２〜３割であり、全体では２０分の１程度」という見解が示された。これを受けて、本研

究会においても、地理・歴史で１割程度、公民的分野で２〜３割程度を指標として取り組んでい

るが、未だその割合まで価値形成の授業を実施していない。確かな事実に関する認識を獲得した



上での価値に関する認識の授業でなくてはならない。しかし、歴史的分野、地理的分野において

は、価値に関する認識を形成する授業の実施を構想する必要がある。公民的分野との系統性も踏

まえ新学習指導要領を準拠した教科書等を参考にしながら、実践をしていきたい。 

□価値に関する認識を形成する授業は社会に見られる問題の解決に向けて選択・判断する授業であ

る。 

□価値に関する認識を形成する授業においては、答えが定まっていない問いであるため、学習課題

ではなく、「問題」として設定する。 

□社会的な見方・考え方と価値に関する関係については、『社会的事象等の意味や意義、特色や相互

の関連等を考察したり、社会に見られる課題を把握してその解決に向けて構想したりする際の「視

点や方法」』であることから、事実に関する認識を獲得する授業や価値に関する認識を形成する授

業の中で、考える際の視点や方法として位置付き、概念であると考える。 

 

次に「事実に関する認識を獲得する授業」と「価値に関する認識を形成する授業」授業モデルの具体を

次に示す。 

〇事実に関する認識を獲得する授業モデル：確かな事実認識の形成 

 

 

 

 

 

 

このモデルで獲得を目指す「事実に関する認識」とは、個別的な知識や概念的な知識（見方・考え方） 

などが相当し、結論が定まっているものであると考えている。導入時に、矛盾や疑問が生じる二つの事象

ＡとＢを提示し、学習課題を設定する。矛盾や疑問により、生徒は課題追究に必然性をもち、解決のため

に様々な見方・考え方を働かせて、自らの考えをもつ。その後、意見交流を行うことや教師が生徒の考え

を整理していくことで、社会的な見方・考え方を働かせて、他の生徒の考えとの共通点や相違点を明確に

して考察する（段階Ⅰ）。 

 さらにもう一度、それまでの追究によって生まれた疑問や矛盾を教師が問いかけたり、生徒から引き

出したりする。そうすることで、新たな視点から自らの認識を整理したり、さらに追究を続けたりするこ

とを通して、本当に認識が正しいのか（確認）、分からない点はないか（深化）、他の事象でも同じことが

言えるのか（転換）等、認識を広げたり深めたりするようにしていく（段階Ⅱ）。 

 事実に関する認識を形成する授業では、段階Ⅱ【認識を深める場面】で、社会的な見方を働かせて、事

実的知識を概念的知識へと深めるための手立て（場面）が必要である。特に地理、歴史的分野においては、

事実認識を確かなものとする、概念形成まで目指すことがこの授業モデルでは望ましいと考える。しか

し、一方で、その概念を確かなものとする手立てとして、また、公民的分野への接続として「価値判断」

を問う場面があるとよいと考える。価値判断の練習場面という側面もあるが、価値判断を伴うことで、事

実認識を確かなものとすることができるからである。私たちは「〜すべき」や「Aか Bならば A」という
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判断をする時に、これまでに獲得してきた事実的知識を根拠にして考えることが多い。その判断の中で、

事実的知識が確かなものかを吟味していく。この過程で事実的知識を根拠として構造的に事実的知識を

組み立てることで、確かな事実認識となっていくのである。 

事実に関する認識を獲得する授業モデルで事実認識を確かなものとした上で、【認識を深める場】にお

いて、「今のあなたはどう判断するか」「〇〇という人物はなぜ A という判断をしたのか」などを考える

場面や問いを一単位時間の終末、もしくは２時間構成の１時間に位置付けることによって、これまで獲

得した事実認識を確かなものとし、価値判断の「練習場面」とする。賛成か反対に答えはないが、賛成か

反対かという立場を明確にして考えることで、その根拠となる知識を構造的に組み立てることになる。   

このような知識の概念化の営みが、確かな事実認識の獲得につながると考える。また、事実に関する認

識を形成する授業においても、上記のように問うことで公民的分野における価値に関する認識を形成す

る授業へとつながると考える。 

 

○価値に関する認識を形成する授業モデル（個人における価値形成）：選択、判断する力 

 

 

 

 

 

 

 

この授業モデルは、分野を問わず、個人における意思決定をするものである。このモデルは、生徒が主

体者としてかかわる今日的な社会問題を取り上げる。（ここでは学習課題ではなく、結論が出ていないも

のなので「問題」として設定する）生徒は、社会問題を自らの問題として捉え、問題解決のために資料や

これまでの学習における事実に関する認識をもとに自らの考えをつくる。その後、意見交流を行うこと

や教師が生徒の考えを整理することで、生徒は自分の考えの背景にある価値を明確にし、事実に関する

認識をもとにした価値を自覚する（段階Ⅰ）。 

 その後、相互の共通点や相違点を明確にしながら意見交流を進め、相互の理解を踏まえた上で、判断基

準を明確にした個人における意思決定をする（段階Ⅱ）。 

 これらの授業を行う際に、「今日的な問題」や評価や結論が定まっていない社会的事象を扱うこと、認

識を深める場における「判断基準の明確化」「妥協できる一致点の明確化」が重要になる。しかし、今日

的な問題を扱うことには、現実的な難しさがある。人権問題や国策など、授業での扱いが難しい。そこで、

教科書に記載の架空の問題を活用するという方法も考えられる。公共の福祉を例にしたバイパス建設問

題、市長を選ぶなら、経済においてはコンビニをどこに建設するかなど、これらの架空の問題をもとに、

価値判断していくことも考えられる。これらの問題であれば、単元学習前における価値判断と単元学習

後における価値判断の変化を捉えることができ、比較的実践しやすいと言ってもよいと考えている。一

方で、架空の問題では、切迫感が弱く、価値が表出されにくいのではないかという課題もある。【認識を

深める場面】における判断基準の明確化においては、今日的な問題に対する判断として、生徒がなぜその
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判断をしたのかという判断基準を、問い返しや意見交流によって、明確化していく必要がある。また、教

師は単元や本時を構成する際に、今日的な問題に対して、どのような対立があり、それぞれの主張の背景

にある価値がどのようなものか、どのような価値の対立が生じるのかを想定しておく必要がある。また、

二項対立に固執することなく、多様な選択の中から価値を見出すことを大切にしたい。 

 

○価値に関する認識を形成する授業モデル（集団における合意形成）：合意形成する力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この授業モデルは、新たに設定するものであり、特に公民的分野におけるものである。このモデルは価

値に関する認識を形成する授業モデル（個人における価値形成）と同様に生徒が主体者としてかかわる

今日的な社会問題や評価や結論が定まっていない社会的事象を取り上げる。しかし、この授業モデルで

は、特に集団における合意形成を授業内で行う。個人における価値に関する認識を形成する授業モデル

と同様の流れで、事実に関する認識をもとにした価値を自覚し、個人の意思決定を行う。ただし、この授

業モデルでは、合意をする必然性をもてるように、「問題における当事者の立場」など、前提条件を揃え

た上で考える。（立場は中学生の一人としての判断や、）また、合意形成による集団での意思決定をしてい

くことから、多数決などにより、自分の意見を決定し、譲れない価値を明確にする。（段階Ⅰ） 

そして、多数決の結果をもとに、相互の価値を共有し、妥協できる一致点を模索する中で、対話による

全会一致の合意形成を目指す。それでもなお、合意形成ができない場合、多数決等の手段による集団の意

思決定を行う。（段階Ⅱ） 

 上記の授業モデルを以下のように整理した。 

１ 今日的な問題に対して、「多数決」から合意形成を始める。 

２ 多数決の結果から、互いの意見を聞き合い、どのようにすれば合意に至ることができるのか対話 

を通して、解決策を考える。 

３ 譲れない価値や、妥協できる一致点を明確にした上で、全会一致を目指し、合意形成を行う。 

 このように、多数決⇒合意形成を目指す対話⇒全会一致という流れで集団における合意形成の授業モ

デルを構想し、実践していきたい。 

また、終末場面においては、振り返り場面を確実に位置付け、合意形成に至るまでの個人の価値の変容
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多数決による意思表明 

事実に関する認識をもとにした価値の自覚→譲れない価値の明確化 

 

対話による合意形成 



などについて社会認識を確かなものとできるようにしたい。 

この授業モデルについて、公民的分野を中核として、授業研究委員会で授業モデルを構想し、実践でき

るようにしていく。 

 

(3)本年度の研究の方向 

今年度の授業研究委員会の方向は以下の４点である。 

１ 中社研の理論の構築と授業モデルの構想・提案 

◯社会の形成に参画する力を育てるための指導内容の明確化 

研究内容Ⅰ 単元指導計画・単位時間の指導計画の作成を通して 

①単元構造図を用いた単元指導計画の作成 

②学習評価や指導援助にかかわる配慮事項の明確化 

◯社会の形成に参画する力を育てるための指導方法の明確化 

（主として授業研究委員会・各地区大会の実践を通して） 

 

研究内容Ⅱ 事実に関する認識を獲得する授業モデルの定着・発展 

 ①岐中社における事実に関する認識の定義付け  ※授業研究委員長 

 ②一単位時間における【認識を深める場】における手立て ※各分野 

  例．確認、深化、転換など 

 

研究内容Ⅲ 価値に関する認識を形成する授業モデルの構想・提案（個人・集団） 

 ①岐中社における価値に関する認識の定義付け  ※授業研究委員長 

 ②価値に関する認識を形成する思考過程の明確化 ※各分野 

  （個人）例．問題の認識→問題に対する考えの構築→相互の考えの表明→他者の考えとの比較考量 

→考えの根底にある見方・考え方の明確化→見方・考え方の背景にある価値の明確化 

→選択・判断する価値の決定 

  （集団）例．問題の認識→問題に対する考えの構築と背景にある価値の明確化→立場の決定→異な 

る立場の考え・価値との比較考量→【対話による合意形成】相互の価値・考えの明確 

化→共有できる価値の明確化→異なる価値・考えであっても妥協できる一致点の模索 

→対話による合意形成が出来ない場合、多数決による合意（多数決の際に尊重すべき 

価値・考えの明確化） 

 ③一単位時間における【認識を深める場】における手立て ※各分野 

・判断基準の明確化 

例．効率や公正、自由や平等など題材・社会的事象において具体的に設定 

・相互の価値を明確にするための手立て      

  例．マトリックス表（多面）、２軸マトリックス（位置）、レーダーチャート（個人内での重み付け） 

 

２ 「岐阜県版」資料集等の改訂作成 

○資料集改訂委員会による具体的な「岐阜県版」資料集等の改訂作業 

・新学習指導要領の趣旨を活かした各分野のコンセプトの整理・検討 

・岐中社の研究内容に即した具体的な改訂作業 

※岐中社が編集している副教材の活用 

３ 令和８年度美濃地区大会に向けての活動（２／３） 

○美濃地区における運営・研究実践支援 

・運営についての協力 

・市・郡・町での指導案の検討、事前授業による分析・検討（内容面、方法面） 

・県の研究理論の構築（県の方針を美濃地区大会に反映する）特に個人における価値に関する認識を 

特に公民的分野におけ

る集団の合意形成の授

業モデルを作ることが

重点 



形成する授業モデルと集団における価値に関する認識を形成する授業モデル（合意形成）を作る。 

４ 社会科教師としての教員研修を充実させる 

○教員研修の場としての岐中社を目指す 

 ・教育観、教師観を磨くとともに、社会科教育の在り方を共に考える場 

・研究機関等、大学との積極的な交流（全中社大阪大会、大学研究者、社会科系教育学会、小社研） 

 

３ おわりに 

全中社岐阜県大会が２０１５年に実施されてから１０年が経った。次の全中社岐阜県大会は１８年後

の２０４３年であり、かなり先である。だからこそ、ここで歩みを止めることなく、全国の社会科教育の

動向を踏まえ、実践を積み重ねてこられた諸先生方の思いを受け継ぎ、発展させていくことが必要であ

る。また、何よりも私たちの使命は、目の前の子どもたちが、予測困難な時代の中で、主体的に社会の形

成に参加することができる力をつけていくことである。その使命に立ち、私たち社会科教員が一丸とな

って研究に取り組み、今年度だけの研究に終わることなく、２年後の美濃地区大会に向けて、授業モデル

を形成できるようしていきたい。 

 

昨年度から引き続き、授業研究委員長を務めます。至らない点もあるかと思いますが、先生方と対話を

して、よりよいものを創っていきます。どうぞよろしくお願いいたします。 


